
金
融
規
制
改
革
に
つ
い
て
の
欧
州
の
考
え
方

│
ド
・
ラ
ロ
ジ
エ
ー
ル
・
レ
ポ
ー
ト
の
要
旨
│

杉

田

浩

治

要
約

欧
州
金
融
界
の
重
鎮
で
あ
る
ド
・
ラ
ロ
ジ
エ
ー
ル
氏
を

委
員
長
と
す
る
欧
州
金
融
界
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る

﹁
金
融
規
制
改
革
提
案
﹂
が
二
月
二
五
日
に
公
表
さ
れ
た
。

欧
州
委
員
会
か
ら
の
委
嘱
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
り
、
欧

州
金
融
シ
ス
テ
ム
の
改
革
論
が
中
心
で
あ
る
が
、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
規
制
改
革
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
る
。

提
案
の
中
に
は
、
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
に
関
連
す
る
規
制

の
強
化
、
規
制
の
不
十
分
な
オ
フ
シ
ョ
ア
金
融
セ
ン
タ
ー

に
規
制
強
化
を
迫
る
こ
と
、
Ｅ
Ｕ
諸
国
の
規
制
統
一
化
と

対
外
的
結
束
強
化
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
他
に

次
の
三
点
が
注
目
さ
れ
る
。

第
一
に
、
プ
ル
ー
デ
ン
シ
ャ
ル
監
督
︵
金
融
の
安
全

性
・
健
全
性
を
維
持
す
る
た
め
の
監
督
︶
に
つ
い
て
、
ミ

ク
ロ
︵
個
別
金
融
機
関
を
監
視
し
、
顧
客
保
護
を
目
的
と

す
る
監
督
︶
と
マ
ク
ロ
︵
金
融
シ
ス
テ
ム
全
体
を
監
視

し
、
実
体
経
済
へ
の
悪
影
響
回
避
を
目
的
と
す
る
監
督
︶

の
二
つ
に
区
分
す
る
と
い
う
概
念
を
掲
げ
た
う
え
で
、
欧

州
に
二
つ
の
新
機
関
を
設
立
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い

る
。
そ
し
て
新
し
い
マ
ク
ロ
・
プ
ル
ー
デ
ン
シ
ャ
ル
監
督
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機
関
の
も
と
に
リ
ス
ク
警
告
シ
ス
テ
ム
を
設
け
る
べ
き
だ

と
述
べ
て
い
る
。

第
二
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
側
面
に
つ
い
て
Ｆ
Ｓ
Ｆ
︵
金
融

安
定
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
︶
を
拡
充
し
て
国
際
的
金
融
規
制
の

統
一
を
は
か
る
こ
と
︵
こ
れ
は
四
月
二
日
の
Ｇ

サ
ミ
ッ

20

ト
の
合
意
文
書
の
中
に
盛
り
込
ま
れ
た
︶、
第
三
に
Ｉ
Ｍ

Ｆ
が
﹁
金
融
安
定
性
に
関
す
る
早
期
警
戒
シ
ス
テ
ム
︵
a

fin
a
n
c
ia
l
sta
b
ility
e
a
rly
w
a
rn
in
g
sy
ste
m
︶﹂
を
構
築

す
べ
き
こ
と
、
そ
の
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
﹁
国
際
リ
ス

ク
マ
ッ
プ
﹂
と
﹁
国
際
信
用
レ
ジ
ス
タ
ー
﹂
と
呼
ぶ
巨
大

な
リ
ス
ク
お
よ
び
信
用
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
す
べ
き
こ

と
を
提
案
し
て
い
る
。

は
じ
め
に

本
稿
は
、
金
融
規
制
改
革
に
関
す
る
欧
州
金
融
界
の
考

え
方
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
誌
は
前
月
号
で
、
世

界
の
ト
ッ
プ
経
済
人
か
ら
成
る
グ
ル
ー
プ
・
オ
ブ
・
サ
ー

テ
ィ
︵
Ｇ

︶
が
〇
九
年
一
月
に
発
表
し
た
金
融
規
制
改

30

革
提
案
を
紹
介
し
た
が
、
そ
れ
は
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
米

国
の
金
融
シ
ス
テ
ム
改
革
に
重
点
を
お
い
た
内
容
で
あ
っ

た
。
一
方
、
欧
州
委
員
会
が
ド
・
ラ
ロ
ジ
エ
ー
ル
氏
︵
Ｉ

Ｍ
Ｆ
専
務
理
事
、
フ
ラ
ン
ス
中
央
銀
行
総
裁
な
ど
を
歴
任

し
た
欧
州
金
融
界
の
重
鎮
︶
を
委
員
長
と
す
る
八
名
の

﹁
欧
州
の
金
融
監
督
に
関
す
る
ハ
イ
レ
ベ
ル
グ
ル
ー
プ
﹂

に
昨
秋
か
ら
検
討
を
委
嘱
し
て
い
た
﹁
欧
州
の
金
融
シ
ス

テ
ム
改
革
の
あ
り
方
﹂
に
関
す
る
レ
ポ
ー
ト
が
〇
九
年
二

月
二
五
日
に
公
表
さ
れ
た⑴

。
本
レ
ポ
ー
ト
に
は
当
然
の
こ

と
な
が
ら
欧
州
だ
け
で
な
く
世
界
全
体
の
金
融
規
制
に
関

す
る
部
分
も
含
ま
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
今
回
は
、
こ
の
レ
ポ
ー
ト
の
中
か
ら
具
体
的
提

言
内
容
を
中
心
に
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
、
前
号
と
併
せ
て

米
国
と
欧
州
両
方
に
つ
い
て
の
金
融
規
制
改
革
の
考
え
方

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
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一
、
金
融
危
機
の
原
因

ド
・
ラ
ロ
ジ
エ
ー
ル
・
レ
ポ
ー
ト
は
先
ず
﹁
一
九
二
九

年
以
降
で
最
も
深
刻
な
金
融
危
機
﹂
を
招
い
た
要
因
を
整

理
し
て
、
次
の
諸
点
を
挙
げ
て
い
る
。

●
マ
ク
ロ
経
済
要
因

過
剰
流
動
性
、
低
金
利
、
超
金
融
緩
和
政
策
︵
特
に

米
国
︶、
国
際
的
な
資
金
不
均
衡
の
蓄
積
、
リ
ス
ク

の
誤
っ
た
値
付
け
、
レ
バ
レ
ッ
ジ
の
拡
大

●
リ
ス
ク
管
理

金
融
機
関
、
監
督
者
・
規
制
当
局
の
リ
ス
ク
評
価
の

誤
り
、
金
融
商
品
の
過
度
な
複
雑
化
、
透
明
性
の
欠

如
↓
証
券
化
等
に
よ
る
陰
の
銀
行
シ
ス
テ
ム
の
拡

大
、
組
成
し
て
販
売
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

●
格
付
機
関

ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
ド
商
品
の
格
付
け
の
劇
的
失
敗
、

重
大
な
利
益
相
反

●
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス

高
度
で
複
雑
な
新
し
い
金
融
商
品
の
特
性
を
理
解
し

て
い
な
い
な
ど
弱
体
化
し
て
い
た
株
主
︵
取
締
役

会
︶
と
経
営
陣
、
誤
っ
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え

た
報
酬
体
系

●
規
制
・
監
督

景
気
変
動
を
増
幅
さ
せ
る
誤
っ
た
基
準
設
定
︵
た
と

え
ば
バ
ー
ゼ
ル
委
員
会
の
自
己
資
本
基
準
、
時
価
会

計
︶、
抜
け
て
い
た
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
市
場
の
規
制
、

マ
ク
ロ
・
プ
ル
ー
デ
ン
シ
ャ
ル
・
リ
ス
ク
︵
金
融
シ

ス
テ
ム
の
安
全
性
・
健
全
性
を
損
な
う
恐
れ
の
あ
る

マ
ク
ロ
要
因
︶
の
不
十
分
な
検
証

●
国
際
機
関
の
弱
さ

Ｉ
Ｍ
Ｆ
、
Ｆ
Ｓ
Ｆ
︵
金
融
安
定
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
︶、

Ｇ

・
・
・
・
そ
し
て
協
調
の
欠
如

20
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二
、
政
策
・
規
制
の
改
善

レ
ポ
ー
ト
は
、
一
に
掲
げ
た
金
融
危
機
の
原
因
を
ふ
ま

え
て
、
先
ず
マ
ク
ロ
経
済
政
策
と
規
制
政
策
の
関
連
に
つ

い
て
言
及
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
一
般
に
﹁
通
貨
当
局
は

バ
ブ
ル
発
生
を
抑
え
ら
れ
な
い
﹂
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
は
可
能
で
あ
る
こ
と
、
通
貨
当
局
は
資
産
価
格
が
急

上
昇
し
た
時
に
そ
の
持
続
可
能
性
へ
の
懸
念
を
適
切
に
表

明
す
べ
き
で
あ
り
、
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
リ
ス
ク
の
客
観
的
評

価
に
貢
献
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
消
費
者
物
価
だ
け
で
な

く
金
融
市
場
全
体
の
動
き
を
注
視
し
て
、
通
貨
・
信
用
が

持
続
不
可
能
な
形
で
膨
張
し
て
い
る
と
き
に
は
段
階
的
引

締
め
政
策
を
用
意
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
を
述
べ
て

い
る
。
そ
し
て
次
の
規
制
改
革
案
を
掲
げ
て
い
る
。

１
．
規
制
の
弱
点
の
是
正

⑴

現
行
規
制
の
主
要
部
分
の
改
革

バ
ー
ゼ
ル
２
規
制

a)提
言
１

バ
ー
ゼ
ル
２
︵
金
融
機
関
の
新
し
い
自
己
資
本
比
率
規

制
︶
は
、
次
の
方
向
で
基
本
的
に
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

●

最
低
資
本
基
準
を
徐
々
に
引
き
上
げ
る
。

●

景
気
変
動
増
幅
性
を
弱
め
る
。
そ
の
方
法
と
し
て
例
え

ば
、
ス
ペ
イ
ン
中
央
銀
行
が
導
入
し
た
﹁
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
条
項
︵
あ
る
い
は
資
本
バ
ッ
フ
ァ
ー
︶
﹂
︱
景
気
拡

大
期
に
は
バ
ッ
フ
ァ
ー
を
積
み
上
げ
、
不
況
期
に
そ
の

バ
ッ
フ
ァ
ー
を
使
え
る
よ
う
に
す
る
方
法
︱
が
あ
る
。

●

オ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
項
目
に
つ
い
て
厳
し
い
規
則

を
導
入
す
る
。

●

流
動
性
管
理
基
準
を
強
化
す
る
。

●

銀
行
の
内
部
統
制
お
よ
び
リ
ス
ク
管
理
に
つ
い
て
の
規

制
強
化
、
特
に
経
営
・
取
締
役
会
メ
ン
バ
ー
の
資
質
規

証券レビュー 第49巻第４号

─ 72 ─



定
︵
fit
a
n
d
p
ro
p
e
r
基
準
︶
を
強
化
す
る
。

︵
筆
者
注
︶
﹁
fit
a
n
d
p
ro
p
e
r︵
適
性
・
適
格
︶
基
準
﹂
に
つ
い
て
、
日

本
の
銀
行
法
は
第
七
条
の
２
に
お
い
て
﹁
銀
行
の
常
務
に
従
事
す
る

取
締
役
︵
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
、
執
行
役
︶
は
、
銀
行
の

経
営
管
理
を
的
確
、
公
正
か
つ
効
率
的
に
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る

知
識
及
び
経
験
を
有
し
、
か
つ
、
十
分
な
社
会
的
信
用
を
有
す
る
者

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と
規
定
し
て
い
る
。

提
言
２

欧
州
に
お
い
て
は
、
資
本
規
制
に
つ
い
て
共
通
の
定
義

︵
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
資
本
調
達
手
段
を
自
己
資
本
の
基
本
的

項
目
で
あ
る

T
ie
r
1
と
み
な
す
べ
き
か
、
も
し
そ
う
す

る
な
ら
、
ど
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
資
本
調
達
手
段
を

T
ie
r

1
と
み
な
す
か
︶
を
採
用
す
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
こ

の
定
義
は
バ
ー
ゼ
ル
委
員
会
に
お
い
て
確
認
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
。

︵
筆
者
注
︶
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
資
本
調
達
手
段
の
例
と
し
て
は
非
累
積
配

当
優
先
株
式
が
挙
げ
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

格
付
機
関

b)提
言
３

信
用
格
付
機
関
︵
Ｃ
Ｒ
Ａ
︶
の
規
制
に
つ
い
て
次
の
諸

点
を
勧
告
す
る
。

●

欧
州
に
お
い
て
は
、
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｒ
︵
T
h
e
C
o
m
m
itte
e
o
f

E
u
ro
p
e
a
n
S
e
c
u
ritie
s
R
e
g
u
la
to
rs＝
欧
州
委
員
会
の

下
部
機
構
で
あ
る
﹁
欧
州
証
券
規
制
者
委
員
会
﹂︶
が

Ｃ
Ｒ
Ａ
の
登
録
・
監
督
の
任
に
あ
た
る
べ
き
で
あ
る
。

●

Ｃ
Ｒ
Ａ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
、
Ｃ
Ｒ
Ａ
の
資
金
源
、
格

付
業
務
と
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
の
分
離
問
題
に
つ
い

て
根
本
的
な
見
直
し
が
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

●

金
融
規
制
に
あ
た
っ
て
の
格
付
け
の
利
用
は
、
時
間
を

か
け
て
相
当
程
度
減
ら
す
方
向
で
進
む
べ
き
で
あ
る
。

●

ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
ド
商
品
の
格
付
け
は
明
確
な
別
基
準

の
導
入
に
よ
り
変
革
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
規
制
変
更
は
、
デ
ュ
ー
デ
リ
ジ
ェ
ン

ス
の
強
化
、
投
資
家
自
身
に
よ
る
判
断
の
充
実
、
監
督
の

金融規制改革についての欧州の考え方─ド・ラロジエール・レポートの要旨─

─ 73 ─



改
善
を
伴
っ
て
実
施
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

時
価
会
計
原
則

c)提
言
４

会
計
基
準
に
つ
い
て
、
時
価
会
計
原
則
を
幅
広
く
見
直

す
べ
き
で
あ
る
。
特
に
次
の
諸
点
が
強
調
さ
れ
る
。

●

複
雑
な
商
品
に
関
し
て
残
っ
て
い
る
会
計
問
題
を
早
期

に
解
決
す
る
。

●

会
計
基
準
は
、
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
歪
め
た

り
、
変
動
増
幅
的
な
行
動
を
助
長
し
た
り
、
長
期
投
資

を
妨
げ
た
り
す
べ
き
で
は
な
い
。

●

Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
︵
国
際
会
計
基
準
審
議
会
︶
お
よ
び
そ
の
他

の
会
計
基
準
設
定
機
関
は
、
時
価
会
計
を
適
用
で
き
な

い
流
動
性
の
薄
い
市
場
状
況
に
お
い
て
、
資
産
を
ど
う

評
価
す
る
か
に
つ
い
て
普
遍
的
か
つ
透
明
な
方
法
論
を

明
示
し
、
合
意
す
べ
き
で
あ
る
。

●

Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
が
基
準
設
定
プ
ロ
セ
ス
を
規
制
・
監
督
当

局
、
経
済
界
に
対
し
て
一
層
オ
ー
プ
ン
に
す
る
こ
と
。

●

Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
の
監
視
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
仕
組
み
を
よ
り
強

化
す
る
こ
と
。

保
険

d)提
言
５

保
険
会
社
に
つ
い
て
、
ソ
ル
ベ
ン
シ
ー
２
︵
Ｅ
Ｕ
の
新

し
い
ソ
ル
ベ
ン
シ
ー
規
制
︶
が
採
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。

監
督
・
制
裁
権
限

e)提
言
６

規
制
当
局
は
、
金
融
機
関
を
規
則
に
従
わ
せ
る
た
め
に

制
裁
措
置
を
ふ
く
む
十
分
な
監
督
権
限
を
持
つ
べ
き
で
あ

り
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
金
融
犯
罪
に
対
抗
す
る
た
め
強
力

で
十
分
な
抑
止
効
果
を
も
つ
制
裁
権
限
を
持
つ
べ
き
で
あ

る
。
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⑵

規
制
の
隙
間
を
埋
め
る

銀
行
以
外
の
金
融
シ
ス
テ
ム
︵
p
a
r
a
lle
l
b
a
n
k
in
g

a)
s
y
s
te
m
︶
の
規
制

提
言
７

ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
、
投
資
銀
行
な
ど
銀
行
以
外
の
金
融

シ
ス
テ
ム
の
規
制
に
つ
い
て
次
の
諸
点
を
勧
告
す
る
。

●

潜
在
的
に
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
な
性
格
を
持
つ
活
動
を
行
う

全
て
の
会
社
そ
の
他
の
主
体
つ
い
て
、
幅
広
く
公
衆
と

直
接
取
引
を
行
わ
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
適
当
な
規

制
を
適
切
な
方
法
で
適
用
す
る
こ
と
。

●

す
べ
て
の
金
融
市
場
に
お
け
る
透
明
性
を
増
す
こ
と
。

特
に
金
融
シ
ス
テ
ム
上
重
要
な
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
に
関

連
し
て
、
す
べ
て
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
そ
の
他
の
諸
国
が
、

ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
運
用
者
に
登
録
義
務
、
お
よ
び
投
資

戦
略
・
投
資
方
法
・
レ
バ
レ
ッ
ジ
・
世
界
中
で
の
活
動

状
況
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
義
務
を
課
す
こ
と
。

●

ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
を
所
有
ま
た
は
運
営
し
て
い
る
、
ま

た
は
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
と
大
規
模
な
自
己
資
金
取
引
を

行
っ
て
い
る
銀
行
に
つ
い
て
適
当
な
資
本
規
制
を
導
入

し
、
注
意
深
く
監
視
す
る
こ
と
。

証
券
化
商
品
お
よ
び
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
市
場

b)提
言
８

証
券
化
商
品
お
よ
び
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
市
場
に
つ
い
て
次

の
諸
点
を
勧
告
す
る
。

●

店
頭
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
を
単
純
化
・
標
準
化
す
る
こ
と
。

●

Ｃ
Ｄ
Ｓ
︵
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
デ
フ
ォ
ル
ト
・
ス
ワ
ッ
プ
︶

取
引
に
つ
き
、
Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
、
十
分
な
資
本
を
持
っ

た
少
な
く
と
も
一
個
の
清
算
機
構
を
導
入
し
、
取
引
者

に
利
用
を
義
務
付
け
る
こ
と
。

●

証
券
化
商
品
の
発
行
者
が
、
ヘ
ッ
ジ
さ
れ
て
い
な
い
原

リ
ス
ク
の
相
当
な
部
分
︵
m
e
a
n
in
g
fu
l
a
m
o
u
n
t︶

を
、
そ
の
証
券
の
償
還
に
至
る
ま
で
自
ら
保
持
す
る
こ

と
を
保
証
す
る
こ
と
。
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投
資
フ
ァ
ン
ド

c)提
言
９

投
資
フ
ァ
ン
ド
に
関
連
し
、︵
Ｍ
Ｍ
Ｆ
、
フ
ァ
ン
ド
・

オ
ブ
・
フ
ァ
ン
ズ
な
ど
︶
投
資
フ
ァ
ン
ド
の
定
義
、
運
用

可
能
な
資
産
の
範
囲
、
お
よ
び
業
務
の
外
部
委
託
に
つ
い

て
統
一
ル
ー
ル
を
再
制
定
す
る
と
と
も
に
、
資
産
の
保

管
・
管
理
の
独
立
性
に
つ
い
て
の
規
制
を
強
化
す
る
こ
と

を
提
案
す
る
。

２
．
欧
州
内
の
規
制
の
統
一
化

提
言
10

欧
州
内
で
の
規
制
の
統
一
化
を
推
進
す
る
。

●

欧
州
各
国
お
よ
び
欧
州
議
会
は
今
後
の
立
法
化
に
あ
た

り
、
域
内
で
の
整
合
性
に
欠
け
る
︵
規
制
の
︶
置
き
換

え
や
適
用
を
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。

●

欧
州
委
員
会
お
よ
び
レ
ベ
ル
３
委
員
会
︵
筆
者
注
参

照
︶
は
、
各
国
の
例
外
規
定
の
内
容
、
お
よ
び
何
れ
の

例
外
規
定
の
撤
廃
が
単
一
金
融
市
場
と
し
て
の
機
能
を

促
進
す
る
か
を
識
別
し
、
競
争
の
歪
み
お
よ
び
規
制
裁

定
︵
業
者
が
規
制
の
緩
や
か
な
地
域
を
選
択
す
る
機

会
︶
を
削
減
し
、
あ
る
い
は
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
国
境
を
超

え
た
金
融
活
動
の
効
率
を
高
め
る
べ
き
で
あ
る
。
た
だ

し
、
加
盟
各
国
が
、
域
内
原
則
と
最
低
統
一
基
準
を
尊

重
し
た
上
で
、
各
国
内
の
金
融
安
定
性
を
守
る
た
め
に

適
切
と
考
え
ら
れ
る
一
段
と
厳
し
い
規
制
措
置
を
採
用

す
る
こ
と
は
可
能
と
す
べ
き
で
あ
る
。

︵
筆
者
注
︶
Ｅ
Ｕ
の
立
法
・
執
行
プ
ロ
セ
ス
は
次
の
四
段
階
に
分
か
れ

て
い
る
。
レ
ベ
ル
１
︵
欧
州
委
員
会
・
欧
州
議
会
等
に
よ
る
大
枠
原

則
の
決
定
︶
↓
レ
ベ
ル
２
︵
欧
州
委
員
会
、
欧
州
証
券
委
員
会
︵
Ｅ

Ｓ
Ｃ
︶、
欧
州
証
券
規
制
者
委
員
会
︵
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｒ
︶
等
に
よ
る
実
施

細
則
の
決
定
︶
↓
、
レ
ベ
ル
３
︵
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｒ
に
よ
る
Ｅ
Ｕ
法
の
統
一

的
解
釈
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
に
も
と
づ
き
、
一
貫
し
た
方
法
で
各
国

が
実
施
す
る
︶
↓
レ
ベ
ル
４
︵
欧
州
委
員
会
が
、
各
加
盟
国
は
Ｅ
Ｕ

法
令
に
沿
っ
て
い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
必
要
な
法
的
措
置
を
と

る
︶。
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３
．
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス

⑴

報
酬
問
題

提
言
11

最
近
の
金
融
危
機
に
お
い
て
明
ら
か
に
な
っ
た
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
欠
陥
に
鑑
み
、
金
融
部
門
の
報
酬

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
は
、
次
の
原
則
に
も
と
づ
き
、
株

主
の
利
益
お
よ
び
長
期
的
な
企
業
全
体
の
収
益
に
合
致
さ

せ
る
べ
き
で
あ
る
。

●

ボ
ー
ナ
ス
の
評
価
は
複
数
年
の
枠
組
み
で
決
定
し
、
支

払
い
を
数
年
に
わ
た
る
︵
五
年
以
上
な
ど
市
況
の
ワ
ン

サ
イ
ク
ル
を
通
じ
て
の
︶
分
割
払
い
に
す
べ
き
で
あ

る
。

●

上
記
と
同
様
の
原
則
を
金
融
機
関
の
自
己
資
金
取
引
ト

レ
ー
ダ
ー
、
資
産
運
用
者
に
も
適
用
す
べ
き
で
あ
る
。

●

ボ
ー
ナ
ス
は
実
績
に
基
づ
い
て
事
後
的
に
決
定
し
、
予

め
保
証
す
る
こ
と
は
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。

監
督
当
局
は
金
融
機
関
の
報
酬
制
度
の
妥
当
性
を
監
視

し
、
報
酬
制
度
が
過
度
の
リ
ス
ク
テ
イ
ク
を
助
長
す
る
場

合
に
は
変
更
を
求
め
、
も
し
適
切
な
是
正
措
置
が
実
行
さ

れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
バ
ー
ゼ
ル
２
︵
金
融
機
関
の
新
し

い
自
己
資
本
比
率
規
制
︶
の

p
illa
r2︵
第
二
の
柱
＝
金

融
機
関
の
自
己
管
理
と
監
督
上
の
検
証
︶
の
も
と
で
の
追

加
的
資
本
要
件
を
課
す
べ
き
で
あ
る
。

⑵

内
部
リ
ス
ク
管
理

提
言
12

リ
ス
ク
管
理
に
つ
い
て
次
の
諸
点
を
勧
告
す
る
。

●

金
融
機
関
内
部
の
リ
ス
ク
管
理
機
能
は
独
立
し
て
い
る

べ
き
で
あ
り
、
効
果
的
・
独
立
的
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
に

つ
い
て
責
任
を
負
う
べ
き
で
あ
る
。

●

上
級
リ
ス
ク
管
理
者
は
企
業
の
中
で
非
常
に
高
い
地
位

を
持
つ
べ
き
で
あ
り
、
そ
し
て

●

投
資
･
運
用
者
に
よ
る
内
部
的
リ
ス
ク
評
価
と
適
切
な

デ
ュ
ー
デ
リ
ジ
ェ
ン
ス
が
、
外
部
の
格
付
け
へ
の
過
度
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の
依
存
に
よ
り
疎
か
に
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

監
督
当
局
は
金
融
機
関
の
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
を
頻
繁

に
検
査
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

４
．
危
機
管
理
と
解
決
方
法

提
言
13

Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
金
融
危
機
管
理
の
た
め
の
明
快
で
実
行

可
能
な
規
制
の
枠
組
み
を
整
備
す
べ
き
で
あ
る
︵
全
て
の

関
連
当
局
が
適
正
・
同
等
の
危
機
防
止
お
よ
び
危
機
介
入

手
段
を
持
つ
べ
き
こ
と
な
ど
。
詳
細
は
掲
載
省
略
︶。

提
言
14

Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
預
金
保
証
ス
キ
ー
ム
は
同
一
化
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
。
そ
の
方
法
は
民
間
部
門
の
事
前
積
立
制

︵
例
外
的
な
ケ
ー
ス
で
は
国
家
が
上
乗
せ
︶
に
よ
る
こ
と

が
望
ま
し
く
、
ま
た
︵
預
金
が
、
保
護
の
厚
い
国
や
、
保

護
の
厚
い
国
に
本
拠
を
持
つ
銀
行
の
支
店
に
流
れ
る
と
い

う
問
題
を
避
け
る
た
め
︶
Ｅ
Ｕ
域
内
の
全
銀
行
の
全
顧
客

に
対
し
高
度
の
、
か
つ
同
一
の
保
護
が
な
さ
れ
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。

全
て
の
顧
客
に
対
す
る
高
度
・
同
一
の
保
護
原
則
は
保

険
お
よ
び
投
資
部
門
に
お
い
て
も
実
施
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
︵
詳
細
は
掲
載
省
略
︶。

提
言
15

現
在
、
国
境
を
超
え
た
金
融
危
機
の
解
決
を
可
能
に
す

る
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
で
の
国
別
負
担
分
担
の
枠
組
み
が
な
い
た

め
、
加
盟
国
は
既
存
の
合
意
覚
書
︵
M
e
m
o
ra
n
d
u
m

o
f

U
n
d
e
rsta
n
d
in
g
,
M
o
U
︶
に
盛
り
込
ま
れ
た
負
担
分
担

の
原
則
以
上
の
詳
細
な
基
準
に
同
意
す
べ
き
で
あ
り
、
そ

れ
に
応
じ
て

M
o
U
を
修
正
す
べ
き
で
あ
る
。

三
、
欧
州
の
監
督
制
度
の
改
善

マ
ク
ロ
お
よ
び
ミ
ク
ロ
の
プ
ル
ー
デ
ン
シ
ャ
ル
︵
金
融

シ
ス
テ
ム
の
安
全
性
・
健
全
性
を
維
持
す
る
た
め
の
︶
監
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督
最
近
数
年
間
の
経
験
に
よ
り
、
マ
ク
ロ
・
プ
ル
ー
デ
ン

シ
ャ
ル
監
督
と
ミ
ク
ロ
・
プ
ル
ー
デ
ン
シ
ャ
ル
監
督
の
区

別
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
表
面
化
し
た
。
両
者
は
内
容
的

に
も
実
行
面
で
も
明
ら
か
に
絡
み
合
っ
て
お
り
、
両
方
が

必
要
で
あ
る
。

ミ
ク
ロ
・
プ
ル
ー
デ
ン
シ
ャ
ル
監
督
は
、
伝
統
的
に
世

界
中
の
監
督
当
局
の
関
心
の
中
心
で
あ
っ
た
分
野
で
あ

り
、
個
々
の
金
融
機
関
を
監
視
し
、
当
該
金
融
機
関
の
顧

客
を
保
護
す
る
こ
と
を
主
目
的
と
し
て
い
る
。

一
方
、
マ
ク
ロ
・
プ
ル
ー
デ
ン
シ
ャ
ル
監
督
は
金
融
シ

ス
テ
ム
全
体
を
監
視
し
、
経
済
全
体
を
実
質
生
産
の
マ
イ

ナ
ス
か
ら
守
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
金
融
シ
ス
テ

ム
全
体
へ
の
リ
ス
ク
は
大
金
融
機
関
一
社
の
破
た
ん
か
ら

生
じ
る
場
合
も
あ
る
が
、
よ
り
巨
大
な
グ
ロ
ー
バ
ル
・
シ

ス
テ
ミ
ッ
ク
・
リ
ス
ク
は
、
数
多
く
の
金
融
機
関
が
同
一

の
リ
ス
ク
要
因
に
つ
い
て
共
通
的
に
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー

を
持
つ
こ
と
か
ら
生
じ
る
。
し
た
が
っ
て
マ
ク
ロ
・
プ

ル
ー
デ
ン
シ
ャ
ル
分
析
は
、
多
く
の
金
融
機
関
に
共
通
的

あ
る
い
は
相
関
す
る
シ
ョ
ッ
ク
、
お
よ
び
伝
播
的
な
波
及

効
果
や
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
効
果
の
引
き
金
と
な
る
要
因
や

部
分
ヘ
の
シ
ョ
ッ
ク
に
特
に
注
意
を
払
う
こ
と
に
な
る
。

マ
ク
ロ
・
プ
ル
ー
デ
ン
シ
ャ
ル
監
督
は
ミ
ク
ロ
・
プ

ル
ー
デ
ン
シ
ャ
ル
監
督
に
あ
る
程
度
影
響
を
与
え
な
け
れ

ば
意
味
が
な
い
し
、
ミ
ク
ロ
・
プ
ル
ー
デ
ン
シ
ャ
ル
監
督

は
マ
ク
ロ
レ
ベ
ル
で
の
出
来
事
を
適
切
に
斟
酌
し
な
け
れ

ば
効
果
的
に
金
融
安
定
性
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。

１
．
何
を
な
す
べ
き
か
│
欧
州
金
融
監
督
・
危

機
管
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築

⑴

マ
ク
ロ
・
プ
ル
ー
デ
ン
シ
ャ
ル
監
督
の
改
革

提
言
16
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欧
州
中
央
銀
行
︵
Ｅ
Ｃ
Ｂ
︶
総
裁
が
長
と
な
る
﹁
欧
州

シ

ス

テ

ミ

ッ

ク
・
リ

ス

ク
・
カ

ウ

ン

シ

ル
、
T
h
e

E
u
ro
p
e
a
n
S
y
ste
m
ic
R
isk
C
o
u
n
c
il︵
E
S
R
C
︶﹂
と
呼

ぶ
新
機
関
︱
マ
ク
ロ
・
プ
ル
ー
デ
ン
シ
ャ
ル
監
督
を
行
う

機
関
︵
別
掲
図
参
照
︶
︱
を
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
の
支
援
の
も
と

︵
人
材
・
資
材
な
ど
も
Ｅ
Ｃ
Ｂ
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
て
︶

創
設
す
べ
き
で
あ
る
。

●

こ
の
Ｅ
Ｓ
Ｒ
Ｃ
の
構
成
員
は
Ｅ
Ｃ
Ｂ
役
員
︵
G
e
n
e
ra
l

C
o
u
n
c
ils︶、
お
よ
び
Ｃ
Ｅ
Ｂ
Ｓ
︵
C
o
m
m
itte
e
o
f

E
u
ro
p
e
a
n
B
a
n
k
in
g
S
u
p
e
rv
iso
rs、
欧
州
銀
行
監
督

者
委
員
会
︶、
Ｃ
Ｅ
Ｉ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
︵
C
o
m
m
itte
e

o
f

E
u
ro
p
e
a
n
In
su
ra
n
c
e
a
n
d
O
c
c
u
p
a
tio
n
a
l
P
e
n
sio
n
s

S
u
p
e
rv
iso
rs、
欧
州
保
険
・
職
域
年
金
監
督
者
委
員

会
︶、
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｒ
︵
T
h
e
C
o
m
m
itte
e
o
f
E
u
ro
p
e
a
n

S
e
c
u
ritie
s
R
e
g
u
la
to
rs、
欧
州
証
券
規
制
者
委
員
会
︶

の
各
委
員
長
と
Ｅ
Ｕ
委
員
会
代
表
一
名
と
す
る
。
討
議

の
議
題
に
応
じ
保
険
・
証
券
監
督
者
の
出
席
が
必
要
な

時
に
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｒ
Ｃ
の
長
は
適
当
な
国
別
監
督
当
局
の

長
を
出
席
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

●

Ｅ
Ｓ
Ｒ
Ｃ
は
、
金
融
安
定
性
に
関
す
る
全
て
の
情
報
︱

す
な
わ
ち
マ
ク
ロ
経
済
の
状
態
お
よ
び
全
て
の
金
融
セ

ク
タ
ー
に
お
け
る
マ
ク
ロ
・
プ
ル
ー
デ
ン
シ
ャ
ル
に
関

連

す

る

出

来

事
︵
m
a
c
ro
-
p
ru
d
e
n
tia
l
d
e
v
e
lo
p
-

m
e
n
ts︶
に
関
す
る
全
て
の
情
報
︱
を
集
積
し
分
析
す

る
。

●

Ｅ
Ｓ
Ｒ
Ｃ
と
ミ
ク
ロ
・
プ
ル
ー
デ
ン
シ
ャ
ル
監
督
者
と

の
間
の
適
切
な
情
報
の
流
れ
が
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

提
言
17

提
言

に
掲
げ
た
Ｅ
Ｓ
Ｒ
Ｃ
お
よ
び
Ｅ
Ｕ
経
済
金
融
委

16

員
会
︵
Ｅ
Ｆ
Ｃ
︶
の
支
援
の
下
、
リ
ス
ク
警
告
シ
ス
テ
ム

を
設
け
る
。

●

Ｅ
Ｓ
Ｒ
Ｃ
は
マ
ク
ロ
・
プ
ル
ー
デ
ン
シ
ャ
ル
・
リ
ス
ク

警
戒
業
務
を
優
先
し
、
必
要
な
場
合
に
警
告
を
発
す
べ
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き
で
あ
る
。
警
告
発
令
後
は
強
制
的
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
法
的
権
限
を

持
っ
た
関
連
当
局
が
行
動
す
べ
き
で
あ
る
。

●

も
し
リ
ス
ク
が
重
大
な
も
の
で
Ｅ
Ｕ
の
金
融
部
門
あ
る

い
は
経
済
全
体
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
与
え
る
可
能
性

が
あ
る
と
き
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｒ
Ｃ
は
Ｅ
Ｆ
Ｃ
︵
Ｅ
Ｕ
経
済
金

融
委
員
会
︶
委
員
長
に
通
報
す
る
。
Ｅ
Ｆ
Ｃ
は
欧
州
委

員
会
と
の
共
同
作
業
に
よ
っ
て
リ
ス
ク
に
効
果
的
に
対

応
で
き
る
戦
略
を
実
行
す
る
。

●

も
し
リ
ス
ク
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
通
貨
・
金
融
シ
ス
テ
ム

の
機
能
障
害
に
繋
が
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
Ｅ

Ｓ
Ｒ
Ｃ
は
Ｅ
Ｕ
お
よ
び
グ
ロ
ー
バ
ル
の
両
方
の
レ
ベ
ル

で
の
適
切
な
行
動
を
決
定
︵
d
e
fin
e︶
す
る
た
め
、
Ｉ

Ｍ
Ｆ
、
Ｆ
Ｓ
Ｆ
そ
し
て
Ｂ
Ｉ
Ｓ
に
警
告
を
発
す
る
。

●

Ｅ
Ｓ
Ｒ
Ｃ
は
、
も
し
リ
ス
ク
警
告
に
対
す
る
一
国
の
監

督
当
局
の
対
応
が
不
十
分
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に

は
、
当
該
監
督
当
局
と
協
議
し
た
後
、
当
該
監
督
当
局

に
対
し
更
な
る
行
動
を
取
る
目
的
で
Ｅ
Ｆ
Ｃ
委
員
長
に

通
報
す
る
。

⑵

ミ
ク
ロ
監
督
の
改
革
︱
新
し
い
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行

提
言
18

新

し

く
﹁
欧

州

金

融

監

督

者

シ

ス

テ

ム
、
A

E
u
ro
p
e
a
n

S
y
ste
m

o
f

F
in
a
n
c
ia
l

S
u
p
e
rv
iso
rs

︵
E
S
F
S
︶
﹂
︱
ミ
ク
ロ
監
督
を
行
う
シ
ス
テ
ム
︵
別
掲
図

参
照
︶
︱
を
創
設
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
Ｅ
Ｓ
Ｆ
Ｓ
は

︵
業
態
別
に
︶
分
割
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
べ
き

で
あ
る
。

●

既
存
の
各
国
監
督
当
局
は
日
常
的
監
督
業
務
を
引
き
続

き
行
う
。

●

新
た
に
三
つ
の
欧
州
機
構
を
設
立
し
︵
別
掲
図
参
照
︶、

こ
の
三
つ
の
機
構
が
、
既
存
の
Ｃ
Ｅ
Ｂ
Ｓ
︵
欧
州
銀
行

監
督
者
委
員
会
︶、
Ｃ
Ｅ
Ｉ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
︵
欧
州
保
険
・
職

域
年
金
監
督
者
委
員
会
︶、
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｒ
︵
欧
州
証
券
規
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制
者
委
員
会
︶
に
代
わ
っ
て
、
各
国
レ
ベ
ル
へ
の
監
督

基
準
の
適
用
に
関
す
る
調
整
、
お
よ
び
各
国
監
督
当
局

間
の
強
力
な
協
力
体
制
を
確
立
す
る
任
を
果
た
す
。

●

﹁
国
境
を
超
え
て
活
動
す
る
全
て
の
大
金
融
機
関
﹂
を

監
督
す
る
監
督
当
局
集
団
が
設
立
さ
れ
る
。

Ｅ
Ｓ
Ｆ
Ｓ
は
各
国
政
治
権
力
か
ら
独
立
し
て
い
る
必
要

が
あ
る
が
、
政
治
権
力
に
対
す
る
説
明
責
任
は
負
う
。

Ｅ
Ｓ
Ｆ
Ｓ
は
一
連
の
共
通
的
な
主
要
統
一
ル
ー
ル
に
従

う
べ
き
で
あ
り
、
高
度
の
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
持
つ
べ

き
で
あ
る
。

２
．
新
し
い
欧
州
金
融
監
督
シ
ス
テ
ム
の
構
築

プ
ロ
セ
ス

レ
ポ
ー
ト
の

提
言

か
ら

提
言

ま
で
は
、
新
た
な

19

21

欧
州
監
督
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
の
準
備
段
階
︵
第

一
段
階
＝
二
〇
〇
九
年
～
二
〇
一
〇
年
︶
に
な
す
べ
き
こ

と
を
掲
げ
、
提
言

か
ら

提
言

ま
で
は
、
新
シ
ス
テ

22

24

ム
設
立
段
階
︵
第
二
段
階
＝
二
〇
一
一
年
～
二
〇
一
二

年
︶
に
な
す
べ
き
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
本
稿
で
は
掲
載

を
省
略
す
る
。

Ⅳ
．
グ
ロ
ー
バ
ル
な
金
融
規
制
改
革

１
．
グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル
で
の
金
融
安
定
性
の

増
進
と
規
制
の
一
貫
性
確
保

提
言
25

F
in
a
n
c
ia
l
S
ta
b
ility
F
o
ru
m

(金
融
安
定
化
フ
ォ
ー

ラ
ム
、
Ｆ
Ｓ
Ｆ
)
が
、
明
快
な
目
標
と
工
程
表
に
も
と
づ

き
、
バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員
会
お
よ
び
Ｉ
Ｍ
Ｆ
と
連
携

し
て
国
際
的
金
融
規
制
を
最
高
の
レ
ベ
ル
に
統
一
す
る
役

割
を
持
つ
こ
と
を
勧
告
す
る
。

●

Ｆ
Ｓ
Ｆ
の
役
割
を
強
化
す
る
と
い
う
上
記
提
案
に
照
ら

し
て
、
Ｆ
Ｓ
Ｆ
は
金
融
シ
ス
テ
ム
的
に
重
要
な
全
て
の

国
お
よ
び
欧
州
委
員
会
を
メ
ン
バ
ー
に
加
え
て
拡
大
す
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る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
Ｆ
Ｓ
Ｆ
の
資
源
を
充
実

す
る
と
と
も
に
、
説
明
責
任
︵
a
c
c
o
u
n
ta
b
ility
︶
と

ガ
バ
ナ
ン
ス
が
Ｉ
Ｍ
Ｆ
と
一
層
リ
ン
ク
す
る
形
で
改
編

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

●

Ｆ
Ｓ
Ｆ
は
、
今
回
の
危
機
の
教
訓
を
盛
り
込
ん
だ
規
制

改
革
の
進
捗
状
況
を
、
定
期
的
に
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
国
際
通
貨

金

融

委

員

会
︵
In
te
rn
a
tio
n
a
l
M
o
n
e
ta
ry

a
n
d

F
in
a
n
c
ia
l
C
o
m
m
itte
e
,
IM
F
C
︶
に
報
告
す
べ
き
で

あ
る
。

●

Ｉ
Ｍ
Ｆ
Ｃ
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
協
定
の
条
項
に
沿
っ
て
意
思
決

定
評
議
会
︵
d
e
c
isio
n
-
m
a
k
in
g
C
o
u
n
c
il︶
に
改
組
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
。

２
．
監
督
者
間
の
国
際
的
協
力
促
進

提
言
26

銀
行
の
業
務
の
基
本
的
変
更
を
防
ぐ
観
点
か
ら
、﹁
大

規
模
で
複
合
的
か
つ
国
際
的
な
金
融
機
関
﹂
の
監
督
者
グ

ル
ー
プ
は
、
次
の
こ
と
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

対
象
金
融
機
関
に
つ
い
て
強
力
か
つ
広
範
な
リ
ス
ク
評

価
を
実
行
す
る
と
と
も
に
、
当
該
金
融
機
関
内
部
の
リ
ス

ク
管
理
実
施
状
況
に
細
心
の
注
意
を
払
い
、
か
つ
バ
ー
ゼ

ル
２
の
第
二
の
柱
︵
金
融
機
関
の
自
己
管
理
と
監
督
上
の

検
証
︶
を
通
じ
て
民
間
部
門
の
報
酬
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
調

整
を
推
進
す
る
た
め
の
共
通
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
合

意
す
る
こ
と
。

Ｆ
Ｓ
Ｆ
は
、
他
の
関
連
す
る
国
際
機
関
と
緊
密
に
連
携

し
て
、
種
々
の
監
督
者
間
に
お
け
る
一
貫
し
た
監
督
活
動

が
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
し
、
ま
た
最
良
の
監
督
活
動
を

促
進
す
べ
き
で
あ
る
。

３
．
マ
ク
ロ
経
済
の
監
視
と
危
機
の
阻
止

提
言
27

Ｉ
Ｍ
Ｆ
が
他
の
関
連
機
関
︱
特
に
Ｆ
Ｓ
Ｆ
や
Ｂ
Ｉ
Ｓ
、

各
国
中
央
銀
行
、
Ｅ
Ｓ
Ｒ
Ｃ
︵
提
言

に
掲
げ
た
Ｅ
Ｕ
の

16
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新
機
関
︶
と
緊
密
に
協
力
し
て
、﹁
金
融
安
定
性
に
関
す

る
早
期
警
戒
シ
ス
テ
ム
︵
a
fin
a
n
c
ia
l
sta
b
ility
e
a
rly

w
a
rn
in
g
sy
ste
m
︶﹂
を
開
発
・
運
営
す
る
責
務
を
負
う

こ
と
を
勧
告
す
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
﹁
国
際
リ
ス
ク

マ
ッ
プ
﹂
と
、﹁
国
際
信
用
レ
ジ
ス
タ
ー
﹂
に
よ
っ
て
裏

付
ら
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

︵
筆
者
注
︶
レ
ポ
ー
ト
本
文
に
よ
れ
ば
、﹁
国
際
リ
ス
ク
マ
ッ
プ
︵
in
-

te
rn
a
tio
n
a
l
risk
m
a
p
︶﹂
と
は
、
銀
行
・
保
険
・
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン

ド
な
ど
主
要
金
融
機
関
と
主
要
金
融
商
品
に
つ
い
て
リ
ス
ク
・
エ
ク

ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
に
関
連
す
る
情
報
を
共
通
の
基
準
で
集
積
し
た
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
を
い
う
。
ま
た
﹁
国
際
信
用
レ
ジ
ス
タ
ー
︵
in
te
rn
a
-

tio
n
a
l
c
re
d
it
re
g
iste
r︶﹂
と
は
、
Ｂ
Ｉ
Ｓ
が
各
国
中
央
銀
行
・
Ｉ

Ｍ
Ｆ
な
ど
関
連
機
関
と
協
力
し
て
構
築
す
る
も
の
で
、
主
要
金
融
機

関
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ー
バ
ン
ク
お
よ
び
顧
客
別
の
信
用
デ
ー
タ
︵
一

定
額
以
上
の
も
の
を
定
期
的
に
収
集
︶
を
一
貫
し
た
基
準
で
蓄
積
し

た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
含
む
も
の
を
い
う
。
こ
れ
は
主
要
金
融
機
関
の

リ
ス
ク
・
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
の
把
握
に
役
立
ち
、
同
様
に
し
て
構

築
さ
れ
る
証
券
レ
ジ
ス
タ
ー
(
se
c
u
ritie
s
re
g
iste
r)を
伴
え
ば
、
各

国
の
既
存
の
信
用
レ
ジ
ス
タ
ー
を
補
完
す
る
国
際
的
信
用
レ
ジ
ス

タ
ー
と
し
て
、
金
融
安
定
性
の
リ
ス
ク
評
価
に
関
連
す
る
全
て
の
主

体
に
と
っ
て
有
用
な
ツ
ー
ル
に
な
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
早
期
警
戒
シ
ス
テ
ム
は
、
政
策
立
案
者
に
明
快

な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
、
お
そ
ら
く
予
め
設
定
し
た

﹁
危
険
ゾ
ー
ン
﹂
に
達
し
た
場
合
に
始
動
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
先
制
的
政
策
対
応
の
実
施
勧
告
を
目
的
と
す
べ
き

で
あ
る
。

全
て
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
加
盟
国
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
が
独
立
的
分
析

︵
金
融
セ
ク
タ
ー
評
価
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
含
む
︶
を
実
施

す
る
こ
と
に
対
し
て
支
援
を
約
束
す
べ
き
で
あ
る
。
ま

た
加
盟
国
は
以
上
に
述
べ
た
勧
告
に
従
わ
な
い
場
合
に

は
そ
の
理
由
を
公
的
に
示
す
べ
き
で
あ
る
。

前
述
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
Ｃ
︵
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
国
際
通
貨
金
融
委
員

会
︶
/
C
o
u
n
c
il
は
、
上
記
の
事
項
に
つ
い
て
年
に
一

～
二
回
報
告
を
受
け
る
べ
き
で
あ
る
。

提
言
28

規
制
が
不
十
分
な
国
・
地
域
、
お
よ
び
非
協
力
的
な
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国
・
地
域
に
対
し
て
、
最
も
高
度
の
国
際
基
準
の
厳
守
お

よ
び
監
督
者
間
の
情
報
交
換
の
促
進
を
働
き
か
け
る
努
力

を
各
国
が
協
力
し
て
行
う
こ
と
を
勧
告
す
る
。

少
な
く
と
も
Ｅ
Ｕ
諸
国
の
監
督
者
は
、
規
制
不
十
分
ま

た
は
非
協
力
的
金
融
セ
ン
タ
ー
に
投
資
し
て
い
る
、
ま
た

は
そ
の
金
融
セ
ン
タ
ー
と
取
引
の
あ
る
金
融
機
関
に
つ
い

て
︵
十
分
な
精
査
が
行
わ
れ
て
い
な
い
時
、
ま
た
は
当
該

国
・
地
域
の
監
督
機
関
か
ら
適
切
な
情
報
を
入
手
ま
た
は

交
換
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
は
︶、
資
本
規
制
を
強
化
す

べ
き
で
あ
る
。

Ｉ
Ｍ
Ｆ
と
Ｆ
Ｓ
Ｆ
は
他
の
関
連
国
際
機
関
と
協
力
し

て
、
金
融
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
既
存
の
規
制
基
準
を
評
価

し
、
国
際
基
準
の
強
制
に
関
す
る
既
存
制
度
の
有
効
性
を

点
検
し
た
う
え
で
、
既
存
の
適
用
基
準
が
不
十
分
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
場
合
に
は
も
っ
と
制
限
的
な
施
策
を
勧
告

す
べ
き
で
あ
る
。

４
．
危
機
管
理
と
解
決

提
言
29

Ｅ
Ｕ
加
盟
諸
国
は
、
マ
ク
ロ
経
済
の
監
視
に
関
す
る
Ｉ

Ｍ
Ｆ
の
機
能
強
化
に
つ
い
て
支
持
を
表
明
す
べ
き
で
あ

り
、
ま
た
深
刻
な
金
融
危
機
あ
る
い
は
国
際
収
支
危
機
に

直
面
し
た
加
盟
国
を
支
援
す
る
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
能
力
を
強
化
す

る
た
め
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
基
金
の
拡
大
に
貢
献
す
べ
き
で
あ
る
。

５
．
世
界
の
中
で
の
Ｅ
Ｕ
の
役
割

提
言
30

Ｅ
Ｕ
諸
国
は
、
新
し
い
グ
ロ
ー
バ
ル
な
経
済
・
金
融
の

仕
組
み
の
創
設
に
つ
い
て
一
致
し
た
意
見
を
表
明
す
べ
き

で
あ
る
。
ま
た
︵
Ｉ
Ｍ
Ｆ
改
革
な
ど
︶
更
な
る
制
度
改
革

に
あ
た
っ
て
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
そ
の
他
の
多
国
間
協
議
の
場
に

お
け
る
Ｅ
Ｕ
代
表
者
数
を
絞
り
込
む
︵
意
見
を
集
約
す

る
︶
必
要
が
あ
ろ
う
。

提
言
31
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Ｅ
Ｕ
は
、︵
対
米
国
、
対
日
本
、
対
中
国
な
ど
︶
二
者

間
の
関
係
に
お
い
て
も
、
金
融
規
制
に
つ
い
て
重
要
な

パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
対
話
を
強
化
す
べ
き
で
あ
る
。

︵
注
︶

⑴

h
ttp
:/
/
e
c
.
e
u
ro
p
a
.
e
u
/
in
te
n
a
l_
m
a
rk
e
t/
fin
a
n
c
e
s/
d
o
c
s/
d
e
_

la
ro
sie
re
_
re
p
o
rt_
e
n
.
p
d
f

︵
す
ぎ
た

こ
う
じ
・
当
研
究
所
専
門
調
査
員
︶

﹇

訂

正

﹈

平
成
二
一
年
三
月
号
の
一
〇
〇
頁
、
下
段
六
行
目
を
、
次
の
と
お
り

訂
正
し
ま
す
。

誤
﹁

．
Ｃ
Ｄ
Ｓ
︵
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
・
ス
ワ
ッ
プ
︶

15
と
店
頭
市
場
の
監
視
﹂

正
﹁

．
Ｃ
Ｄ
Ｓ
︵
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
デ
フ
ォ
ル
ト
・
ス
ワ
ッ
プ
︶
と

15
店
頭
市
場
の
監
視
﹂
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